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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　防水パンの前列および後列の台座に脚を載せた洗濯機の後列の脚を支点に背面側に傾け
て洗濯機の前列の脚を防水パンの前列の台座の上方に浮かせ、次いで、防水パンの前列の
台座上面と、防水パンの前方に置いた外部台座上面との間にブリッジを架けてこのブリッ
ジ上に洗濯機の前列の脚を下ろし、次いで、洗濯機の前列の脚を支点にして洗濯機を前面
側に傾けて防水パンの後列の台座に載る洗濯機の後列の脚を上方に浮かせて支持し、次い
で、この支持状態のまま洗濯機の前列の脚を外部台座方向におけるブリッジ上の所定の位
置まで移動させて保持し、次いで、防水パンの後列の台座位置にロッド付き嵩上げ台をセ
ットし、次いで、ブリッジ上の洗濯機の前列の脚を略移動前の位置に後退させると共に洗
濯機の後列の脚を上記ロッド付き嵩上げ台上に下ろし、次いで、上記ロッド付き嵩上げ台
上の洗濯機の後列の脚を支点に洗濯機を背面側に傾けて洗濯機の前列の脚をブリッジの上
方に浮かせ、次いで、防水パンの前列の台座上からブリッジを撤去すると共に防水パンの
前列の台座位置に嵩上げ台をセットし、次いで、この嵩上げ台上に洗濯機の前列の脚を下
ろすことにより行うことを特徴とする防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法であって、
　上記ロッド付き嵩上げ台のロッドは、上方へ伸びているロッドであることを特徴とする
、防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法。
【請求項２】
　上記ロッド付き嵩上げ台及び上記嵩上げ台が共に、防水パンの台座上に重置可能ないし
被装可能に構成されてなることを特徴とする請求項１に記載の防水パン上の洗濯機の嵩上



(2) JP 5889715 B2 2016.3.22

10

20

30

40

50

げ方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法において使用される、上方へ伸びて
いるロッドが設けられたロッド付き嵩上げ台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防水パン上に設置された洗濯機を、該防水パンの上方に移動させておくため
の防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の集合住宅事情では、設備機器の設置用に充てるスペースを縮小し、その縮小分を
室内空間の拡大用に充てる傾向にあって、設備機器の一つである洗濯機の設置スペースも
縮小されている。
【０００３】
　そして、洗濯機の設置スペースに設置されて階下への漏水を防止するための防水パンに
おいても、縮小された洗濯機の設置スペースに対応するよう縮小されている。
【０００４】
　これにより、防水パンに備える排水管内の臭気の逆流を防止するための排水トラップが
、防水パンの四隅に設けられる洗濯機の脚を載せる台座を避けて、防水パンの中央付近に
移っている。
【０００５】
　したがって、排水トラップやこれに接続する排水管の手入れや点検洗浄等のメンテナン
スを行う場合には、防水パンの上から洗濯機を移動させて排水トラップの上方を空けてか
らでないとメンテナンスを行うことができなかった。
【０００６】
　しかしながら、防水パンの上から洗濯機を移動させるにしても、乾燥機能を備えるドラ
ム式の洗濯機は重量が１００ｋｇになる機種もあり、そして、洗濯機の設置スペースも３
方が壁に囲まれ、かつ洗濯機の外面と壁面との隙間が５ｃｍ以下の場所が多くあって、こ
れらのことから、洗濯機の移動は少なくとも３人以上の作業者を必要とする非常に困難な
作業となっていた。
【０００７】
　そして、集合住宅における排水管の洗浄作業は一棟まとめて実施するのが普通であり、
しかも限られた予算の中で実施しなければならないため、作業人員や作業時間を簡単に増
やすことができず、したがって、前述のような大重量の機種が設置されている場合には、
防水パンの排水トラップやこれに接続する排水管の手入れや点検洗浄等のメンテナンスが
実施できない事もあった。
【０００８】
　また、防水パンの上から洗濯機を移動させる場合、組み立て式のリフト装置を使用すれ
ば１人での作業も可能ではあるが、被作業宅への該リフト装置の運び入れや作業場所での
組み立て、且つ作業終了後の分解や運び出しの手間を考慮すると、リフト装置を使用して
の洗濯機移動作業は非現実的であった。
【０００９】
　他の方法としては、防水パン上から洗濯機を移動させずに洗浄用ホースの引き回し等に
よって排水トラップを洗浄する方法もあるが、この方法では、排水トラップは細い隙間を
排水が流通する構造のため、該隙間から糸くずやゴミ等の撤去状態が確認できず洗浄が十
分でない可能性もあり不安が残るものであった。
【００１０】
　そして、上述するように３人以上の作業者を要して洗濯機を移動させる際も、該洗濯機
の外面と壁面とが接近しているために洗濯機の外面と壁面とが接触して壁面を傷付けてし
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まう恐れがあり、いずれにしても、防水パンの排水トラップやこれに接続する排水管の手
入れや点検洗浄等のメンテナンス作業は非常に困難であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００８－３６２６８号公報
【特許文献２】特開２００９－８２６５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の目的とするところは、防水パンの排水トラップ上方にメンテナンスを行うに十
分な空間が空けられるように、重い洗濯機でも１人乃至２人で防水パン上に設置された洗
濯機を、該防水パンの上方に移動させておくための防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法を提
供できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を解決するために、本発明に係る防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法は、防
水パンの前列および後列の台座に脚を載せた洗濯機の後列の脚を支点に背面側に傾けて洗
濯機の前列の脚を防水パンの前列の台座の上方に浮かせ、次いで、防水パンの前列の台座
上面と、防水パンの前方に置いた外部台座上面との間にブリッジを架けてこのブリッジ上
に洗濯機の前列の脚を下ろし、次いで、洗濯機の前列の脚を支点にして洗濯機を前面側に
傾けて防水パンの後列の台座に載る洗濯機の後列の脚を上方に浮かせて支持し、次いで、
この支持状態のまま洗濯機の前列の脚を外部台座方向におけるブリッジ上の所定の位置ま
で移動させて保持し、次いで、防水パンの後列の台座位置にロッド付き嵩上げ台をセット
し、次いで、ブリッジ上の洗濯機の前列の脚を略移動前の位置に後退させると共に洗濯機
の後列の脚をロッド付き嵩上げ台上に下ろし、次いで、ロッド付き嵩上げ台上の洗濯機の
後列の脚を支点に洗濯機を背面側に傾けて洗濯機の前列の脚をブリッジの上方に浮かせ、
次いで、防水パンの前列の台座上からブリッジを撤去すると共に防水パンの前列の台座位
置に嵩上げ台をセットし、次いで、この嵩上げ台上に洗濯機の前列の脚を下ろすことによ
り行うことを特徴とする防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法であって、 ロッド付き嵩上げ
台のロッドは、上方へ伸びているロッドであることを特徴とする。
【００１４】
　そして、防水パンの前列および後列の台座に脚を載せた洗濯機の後列の脚を支点に背面
側に傾けて洗濯機の前列の脚を防水パンの前列の台座の上方に浮かせる場合は、防水パン
の前列の台座上面と洗濯機の前列の脚下面との間に、該台座上面と、防水パンの前方に置
いた外部台座上面との間に架け渡すブリッジが進入できる隙間が生じる程度に浮かせれば
よい。
【００１５】
　上記、防水パンの台座上面と、防水パンの前方に置いた外部台座上面との間に架け渡す
ブリッジは、簡単に台座上面と外部台座上面から外れないように構成するのが望ましく、
公知の形態や構造を利用すればよい。
【００１６】
　また、ブリッジと外部台座とを一体的に形成した専用の外部部材を用いてもよく、なお
、このブリッジ一体形の外部台座を用いる場合は、本出願人が既に出願している洗濯機用
の引き出し台（特許第５３０２９０６号）を用いることで、本発明に係る防水パン上の洗
濯機の嵩上げをより安全に行うことができる。
【００１７】
　また、嵩上げ台には、該嵩上げ台の上方に伸長するロッドを着脱自在に設けておくのが
望ましく、これにより、嵩上げ台を室内の壁側となる防水パンの後列の台座位置にセット
する際、ロッドを持って行うことにより容易にセットすることが可能になる。
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　なお、ロッドを該嵩上げ台に固定的に設ける場合は、ロッドを伸縮可能に構成するのが
望ましい。
【００１８】
　そして、防水パンの台座位置に嵩上げ台をセットする場合は、該嵩上げ台を防水パンの
台座上に重置可能に、もしくは、被装可能に構成すればよい。
　上記、防水パンの台座上に重置可能な嵩上げ台とは、少なくとも台座上面に接する下面
を有する形態のもので、防水パンの台座上面によって嵩上げ台が支持されるものである。
　また、形状は特に限定するものではないが、台座の側壁たる立ち上がり面に回り込んで
嵩上げ台のずれを抑制するためのガイドを設ける場合がある。
【００１９】
　また、防水パンの台座に被装可能な嵩上げ台とは、少なくとも台座上面に接触乃至台座
上面の上方に位置する天面部を有すると共に、防水パンの内底面に接触する底面を有する
形態のもので、主に、防水パンの内底面によって嵩上げ台が支持されるものである。
　また、形状は特に限定するものではないが、嵩上げ台の任意の部位に、台座の側壁たる
立ち上がり面に回り込んで嵩上げ台のずれを抑制するためのガイドを設ける場合がある。
【００２０】
　なお、上記嵩上げ台は、防水パンのそれぞれの台座ごとにセットする形態に形成したり
、あるいは、後列の左右台座、前列の左右台座に一度にセットできる形態、例えば、左右
台座を一体的に形成したり、さらには、嵩上げ台どうしを重ねることができるようにする
場合がある。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法によれば、重い洗濯機でも１人乃至２人で、
短時間且つ容易に防水パンの上方に移動させておくことができる。
　これにより、この後に行う防水パンの排水トラップやこれに接続する排水管の手入れや
点検洗浄等のメンテナンス作業の時間を充分に確保できる。
【００２２】
　また、洗濯機を上方に移動させることで、該洗濯機前方のスペースをほぼ全てメンテナ
ンススペースに使用できるので、近年の集合住宅事情で狭くなったランドリースペースで
も十分にメンテナンス作業を行うことができ、安全に作業を行うことができる。
【００２３】
　また、洗濯機の嵩上げ作業に使用する部材もコンパクトに形成できるので、該部材の被
作業宅への運び入れや運び出しも簡単にでき、メンテナンス作業を行う作業者の負担も軽
減できる。
【００２４】
　さらに、自社において嵩上げ作業用の部材を保管する場合も、保管に必要なスペースが
小なるスペースですむ。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】防水パンの一例を示す斜視図。
【図２】嵩上げ台の一例を示す斜視図。
【図３】ランドリースペースに設置された洗濯機を側方から見た図。
【図４】本発明に係る防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法の過程を示す図。
【図５】防水パンの台座に被装可能に構成した嵩上げ台の一例を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明に係る防水パン上の洗濯機の嵩上げ方法を、以下、添付図面に基づいて説
明する。
【００２７】
　図１は、防水パンの一例を示していて、図中の符号１は、防水パンの本体、符号２は、
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洗濯機の前列に備える脚を載置するための前列の台座、符号２ａは、洗濯機の後列に備え
る脚を載置するための後列の台座、符号３は、防水パンの内底に設けられた排水トラップ
である。
【００２８】
　図２は、防水パンの前列および後列の台座２、２ａにセットする嵩上げ台の一例を示し
ていて、図中の符号４は、防水パンの前列の台座２にセットする嵩上げ台、符号４ａは、
防水パンの後列の台座２ａにセットするロッド５を設けている嵩上げ台である。
　また、本嵩上げ台４、４ａは、防水パンの前列および後列の台座２、２ａに重置するタ
イプのものである。
【００２９】
　以下、防水パンの前列および後列の台座２、２ａに載置している洗濯機６の前列および
後列の脚７、７ａの下に嵩上げ台４、４ａを入れて、洗濯機６を嵩上げする（図３中の（
ａ）に示した状態から図３中の（ｂ）に示した状態にする）本発明の嵩上げ方法を図４に
より説明する。
【００３０】
　洗濯機６は、図４中の（ａ）に示すように、防水パンの前列および後列の台座２、２ａ
にそれぞれ前列の脚７と後列の脚７ａが載っている。
　なお、洗濯機６の前列の脚７とは、洗濯機６の前面側の左右端部寄りにそれぞれ配置さ
れる少なくとも２つの脚であり、また、洗濯機６の後列の脚７ａとは、洗濯機６の背面側
の左右端部寄りにそれぞれ配置される少なくとも２つの脚のことである。
【００３１】
　まず、図４中の（ｂ）に示すように、洗濯機６を、後列の脚７ａを支点に背面側に傾け
て、洗濯機６の前列の脚７を防水パンの前列の台座２の上方に浮かせる。
【００３２】
　次いで、図４中の（ｃ）に示すように、防水パンの前列の台座２上面と、防水パンの前
方に置いた外部台座８の上面との間にブリッジ９を架け、図４中の（ｄ）に示すように、
このブリッジ９上に洗濯機６の前列の脚７を下ろす。
【００３３】
　次いで、図４中の（ｅ）に示すように、洗濯機６の前列の脚７を支点にして洗濯機６を
前面側に傾けて防水パンの後列の台座２ａに載る洗濯機６の後列の脚７ａを上方に浮かせ
ると共に洗濯機６を安定する傾き角度で支持する。
【００３４】
　次いで、図４中の（ｆ）に示すように、この支持状態のまま洗濯機６の前列の脚７を外
部台座８の方向におけるブリッジ９上の所定の位置まで移動させて保持する。
【００３５】
　次いで、図４中の（ｇ）に示すように、防水パンの後列の台座２ａ上に嵩上げ台４ａを
セットする。
【００３６】
　次いで、図４中の（ｈ）に示すように、ブリッジ９上の洗濯機６の前列の脚７を略移動
前の位置に後退させ、図４中の（ｉ）に示すように、洗濯機６の後列の脚７ａを嵩上げ台
４ａ上に下ろす。
【００３７】
　次いで、図４中の（ｊ）に示すように、嵩上げ台４ａ上の洗濯機の後列の脚７ａを支点
に洗濯機６を背面側に傾けて洗濯機６の前列の脚７をブリッジ９の上方に浮かせる。
【００３８】
　次いで、図４中の（ｋ）に示すように、防水パンの前列の台座２上からブリッジ９を撤
去すると共に防水パンの前列の台座２上に嵩上げ台４をセットする。
【００３９】
　次いで、図４中の（ｌ）に示すように、この嵩上げ台４上に洗濯機６の前列の脚７を下
ろす。
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　以上の動作により、防水パンの前列および後列の台座２、２ａに載置した洗濯機６を嵩
上げすることができる。
【００４１】
　そして、防水パンの排水トラップ３やこの排水トラップ３に接続する排水管（図示は省
略）の手入れや点検洗浄等のメンテナンス作業が終了し、嵩上げ台４、４ａ上の洗濯機６
を防水パンの前列および後列の台座２、２ａ上に戻す場合は、前述の嵩上げ動作と反対の
動作をすることにより洗濯機６を防水パンの前列および後列の台座２、２ａ上に戻すこと
ができる。
【００４２】
　図５は、防水パンの台座に被装可能に構成した嵩上げ台の一例を示したものであり、図
５中の（ａ）は、防水パンの前列の台座２に被装する嵩上げ台４で、図５中の（ｂ）は、
防水パンの後列の台座２ａに被装する嵩上げ台４ａで、該嵩上げ台４ａの上方に伸長する
ロッド５を設けているもので、また、図５中の（ａ）、（ｂ）に示すものは、防水パンの
後列の台座２ａの正面向かって左側に被装するものである。
　図５中の（ｃ）は、嵩上げ台４、４ａを防水パンの前列および後列の台座２、２ａに被
装した状態を示している。
【００４３】
　また、防水パンの前列および後列の台座２、２ａ上が凹所状になっている場合は、例え
ば、適当なスペーサ部材を防水パンの前列の台座２の凹所内にセットするようにして、防
水パンの前列の台座２の凹所にセットしたスペーサ部材の上面と、防水パンの前方に置い
た外部台座８の上面との間に架け渡したブリッジ９が安定するようにすればよい。
【００４４】
　実施例における図中の符号１０は、ランドリースペースの床、符号１１は、ランドリー
スペースの壁である。
【符号の説明】
【００４５】
　１…本体
　２…前列の台座
　２ａ…後列の台座
　３…排水トラップ
　４…嵩上げ台
　４ａ…嵩上げ台
　５…ロッド
　６…洗濯機
　７…前列の脚
　７ａ…後列の脚
　８…外部台座
　９…ブリッジ
１０…床
１１…壁
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